
土方久明が行く、オーディオ武者修行－青森編－

須田山さんのリスニングルームのスピーカー。手前からJBL
「S4700」、MAGICO「A3」、Paradigm「Persona3F」、Sonus 
faber「ELECTA AMATOR Ⅲ」。それぞれに導入に至るエピソー
ドがある

販売店のショウルームのように再生プレーヤーやアンプも今話題
の製品が揃う

部 屋にはサブシステムも設 置 。スピーカーはT A N N O Y
「Stirling」、話題のアンプ、MARANTZ「SACD30n」も導入

ご自宅は昨年11月に新築したばかり。この部屋はオーディオルー
ムを前提に設計したという。壁は音響を考慮した５重構造で、床は
コンクリートの上に60㎝のケヤキ材を敷いている

優しさと豪快さを
兼ねた地元の“ド
ン”を象徴する須
田山さんの肖像
画

ケーブルはM＆Mデザインで主に統一している

■
ユ
ー
ザ
ー
紹
介

本
誌
を
愛
読
す
る
フ
ァ
ン 

多
様
な
機
器
を
使
い
分
け
る

　

日
本
全
国
に
は
沢
山
の
オ
ー
デ
ィ
オ

フ
ァ
ン
が
い
て
、
各
々
が
思
い
思
い
に

オ
ー
デ
ィ
オ
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
支
え
る
オ
ー

デ
ィ
オ
シ
ョ
ッ
プ
や
新
進
気
鋭
の
メ
ー

カ
ー
も
存
在
す
る
。

「
土
方
久
明
が
行
く
、
オ
ー
デ
ィ
オ
武

者
修
行
の
旅
」
は
、
そ
ん
な
地
方
に
出

向
き
、
今
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
未
知
な
る
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
ン
や
シ

ョ
ッ
プ
、
メ
ー
カ
ー
を
読
者
の
皆
さ
ん

に
ご
紹
介
す
る
企
画
で
あ
る
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
「
青
森
県

編
」
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
、
本
誌
を

愛
読
す
る
一
人
の
熱
狂
的
な
オ
ー
デ
ィ

オ
フ
ァ
イ
ル
を
ご
紹
介
し
た
い
。

　

そ
の
方
こ
そ
、
青
森
県
十
和
田
市
に

在
住
の
須
田
山
徹
雄
さ
ん
だ
。

　

須
田
山
さ
ん
は
、
数
年
前
に
ご
自
宅

を
新
築
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
自
宅
内
に

念
願
の
オ
ー
デ
ィ
オ
専
用
ル
ー
ム
を
作

ら
れ
た
。
家
の
建
築
価
格
は
聞
か
な
か

っ
た
が
驚
く
ほ
ど
立
派
な
ご
自
宅
で
、

し
か
も
、
オ
ー
デ
ィ
オ
部
屋
は
総
工
費

の
１
／
３
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
へ
の
こ
だ
わ
り

に
つ
い
て
は
後
ほ
ど
ご
紹
介
す
る
が
、

写
真
を
見
て
の
と
お
り
、
使
っ
て
い
る

オ
ー
デ
ィ
オ
機
材
に
圧
倒
さ
れ
る
。

　

ま
る
で
お
洒
落
な
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ョ

ッ
プ
の
よ
う
な
、
機
材
が
縦
横
無
尽
に

部
屋
に
並
ん
で
い
る
の
だ
。
現
行
の
機

材
を
中
心
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
こ
こ
ま

で
の
規
模
の
方
を
紹
介
す
る
の
は
歴
史

の
あ
る
本
誌
で
も
初
め
て
か
も
し
れ
な

い
。

　

メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
ス
ピ
ー

カ
ー
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
「
３
Ｆ
」、
マ

ジ
コ
「
Ａ
３
」、
Ｊ
Ｂ
Ｌ
「
Ｓ
４
７
０

０
」、
ソ
ナ
ス
・
フ
ァ
ベ
ー
ル
「
エ
レ

ク
タ
・
ア
マ
ト
ー
ル
Ⅲ
」
と
い
う
堂
々

の
布
陣
。

　

そ
れ
を
駆
動
す
る
ア
ン
プ
は
、
ア
キ

ュ
フ
ェ
ー
ズ
の
プ
リ
ア
ン
プ
「
Ｃ
︱

３

９
０
０
」、
同
パ
ワ
ー
ア
ン
プ
「
Ｐ
︱

７
３
０
０
」、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
の

プ
リ
ア
ン
プ
「
Ｃ
２
７
０
０
」
同
「
Ｍ

Ｃ
４
６
２
」、
マ
ー
ク
レ
ビ
ン
ソ
ン
の

プ
リ
ア
ン
プ
「
Ｎ
ｏ
５
２
０
６
」、
同

パ
ワ
ー
ア
ン
プ
「
Ｎ
ｏ
５
３
０
２
」
で
、

マ
ー
ク
レ
ビ
ン
ソ
の
セ
ッ
ト
は
、
２
月

に
発
売
さ
れ
た
本
誌
１
８
０
号
の
表
紙

を
見
て
「
カ
ッ
コ
い
い
な
」
と
直
感
、

ソ
ナ
ス
・
フ
ァ
ベ
ー
ル
は
、
本
誌
で
も

よ
く
執
筆
さ
れ
る
小
原
由
夫
さ
ん
が
推

し
て
い
た
と
い
う
事
で
購
入
し
た
と
い

う
。

　

試
聴
ソ
ー
ス
は
Ｃ
Ｄ
と
ハ
イ
レ
ゾ
が

中
心
で
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
ア
キ
ュ

フ
ェ
ー
ズ
「
Ｄ
Ｐ
︱

５
６
０
」、
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
イ
ル
は
、
カ
ク
テ
ル
オ
ー
デ

ィ
オ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ー
バ
ー「
Ｘ

４
５
」ブ
ル
ー
サ
ウ
ン
ド
の「
Ｎ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

２
ｉ
」、
電
源
や
ケ
ー
ブ
ル
周
り
も
十

分
に
ケ
ア
さ
れ
て
お
り
、
前
者
は
ア
キ

ュ
フ
ェ
ー
ズ
の
ク
リ
ー
ン
電
源
「
Ｐ
Ｓ

︱

１
２
３
０
」、
ケ
ー
ブ
ル
類
は
Ｍ
＆

Ｍ
デ
ザ
イ
ン
が
中
心
で
、
特
に
ス
ピ
ー

カ
ー
ケ
ー
ブ
ル
は
「
Ｓ
Ｎ
︱

Ｍ
Ｓ
９
５

０
０
Ｔ
ｈ
ｅ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
」
が
お
気
に
入
り
。

　

ま
た
、
部
屋
の
側
面
に
お
か
れ
る
サ

ブ
シ
ス
テ
ム
は
、
英
国
タ
ン
ノ
イ
の
ス

ピ
ー
カ
ー
、「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
」
を
マ

ラ
ン
ツ
の
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー
ヤ
ー「
Ｓ

Ａ
Ｃ
Ｄ
３
０
ｎ
」
と
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ

ュ
の
プ
リ
メ
イ
ン
ア
ン
プ
「
Ｍ
Ａ
２
５

２
」
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

　

興
味
深
い
の
は
、
導
入
す
る
ス
ピ
ー

カ
ー
も
ア
ン
プ
も
メ
ー
カ
ー
に
縛
り
を

感
じ
な
い
こ
と
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ス
ピ
ー
カ
ー
は
最
も
得
意
と
す
る
音

楽
ジ
ャ
ン
ル
が
少
し
ず
つ
違
う
こ
と
は

確
認
で
き
る
。

圧
巻
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム 

須
田
山
さ
ん
の
耳
は
か
な
り
鋭
い

　

話
を
オ
ー
デ
ィ
オ
ル
ー
ム
に
戻
す
が
、

こ
の
部
屋
に
は
、か
な
り
の
こ
だ
わ
り
、

と
い
う
か
圧
倒
的
な
物
量
が
投
入
さ
れ

て
い
る
。
横
の
壁
は
強
化
を
重
ね
５
重

も
の
厚
み
が
あ
り
、
床
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
上
に
な
ん
と
60
セ
ン
チ
の
厚
さ
に

も
わ
た
り
欅
木（
け
や
き
）材
が
敷
か
れ

て
い
る
！ 

　

須
田
山
さ
ん
は
、
こ
の
部
屋
で
仕
事

に
い
く
前
と
帰
宅
後
に
音
楽
を
楽
し
み

尽
く
し
て
い
る
と
い
う
。

　

そ
れ
に
し
て
も
な
ぜ
こ
こ
ま
で
熱
中

で
き
る
の
か
？

　

実
は
筆
者
は
須
田
山
さ
ん
と
知
り
合

っ
て
か
ら
１
年
以
上
経
つ
の
だ
が
、
出

会
い
の
場
所
は
意
外
に
も
カ
ー
オ
ー
デ

ィ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
だ
っ
た
。

　

須
田
山
さ
ん
は
、
次
の
ペ
ー
ジ
に
登

場
す
る
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
＆
ホ
ー
ム
／

ビ
ジ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
気

鋭
の
シ
ョ
ッ
プ
「
イ
ン
グ
ラ
フ
」
の
常

連
客
で
、
複
数
の
車
両
に
ハ
イ
エ
ン
ド

の
オ
ー
デ
ィ
オ
を
カ
ス
タ
ム
イ
ン
ス
ト

ー
ル
す
る
東
北
を
代
表
す
る
実
力
派
コ

ン
ペ
テ
ィ
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
は
一

堂
に
車
が
集
ま
り
、
審
査
員
が
音
質
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
順
位
を
決
め
る
オ
ー
デ

ィ
オ
の
大
会
だ
。

　

そ
う
、
須
田
山
さ
ん
が
機
材
の
ジ
ャ

ン
ル
に
こ
だ
わ
ら
ず
複
数
の
シ
ス
テ
ム

を
同
時
に
運
用
す
る
理
由
の
１
つ
は
コ

ン
テ
ス
ト
対
策
も
あ
る
の
だ
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
基
準
と
な
る
課
題

曲（
大
体
が
ヴ
ォ
ー
カ
ル
も
の
と
ク
ラ

シ
ッ
ク
も
の
）が
あ
り
、
高
域
、
中
域
、

低
域
な
ど
各
帯
域
の
ク
ォ
リ
テ
ィ
や

音
像
表
現
や
サ
ウ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
な
ど

多様なオーディオの楽しみを次の世代のファンに向けて提唱する土方久明氏。同氏が各地を奔走し、その土地のオーディオフ
ァンやショップ、メーカーを訪ねオーディオの知見をさらに広めていく企画がスタートする。その記念すべき第１回目は青森県。
カーオーディオコンテスト等で旧知の仲となっている十和田市のオーディオファンと、八戸市でピュアオーディオにも力を入れて
いるカーオーディオショップ「イングラフ」そして、最後に八甲田山の麓を超えて一路青森市方面へ。最終目的地は本誌でもお
馴染み、平川市にある光城精工を初訪問している。青森県内のユーザー、ショップ、メーカーとのふれあいを通じ、筆者は何を
感じたのか？ぜひともお楽しみいただきたい。

　　  土方久明が行く！
オーディオ武者修行－青森編－

Text by

土方久明
Husaaki Hijikata

須田山徹雄さん
T e t s u o  S u d a u a m a

特別企画



土方久明が行く、オーディオ武者修行－青森編－

土
方
久
明
が
行
く
、オ
ー
デ
ィ
オ
武
者
修
行
︱
青
森
編
︱

店内はまさに正真正銘のオーディオショップ。アナログからハ
イレゾ再生までに対応できる、木村さんのセレクトした製品が
試聴できる

青森県平川市にある約
1,000平方メートルある
という（株）光城精工の
松崎工場・電源事業
部。同社は電源の総合
メーカーとして、オーディ
オ用電源だけでなく。医
療器用電源やLED製
品、カスタム電源モジュ
ールの開発、製造、販売
を行っている

（株）イングラフの代表取締役、木村智聡さん（写真左）。ピュアオーディオ、カーオーディオ、ホームシアターの販
売、取り付け、メインテナンスまでをこなし、趣味のビリヤードもプロ級。まさに趣味の人である

ヴィンテージオーディオにも造
詣が深い木村さん。店内には
程度のいいマランツ「Model 
9」も展示されていた

ingraph（イングラフ）

〒039-1161青森県八戸市河原木五反田17-4
TEL:0178-38-7213
営業時間：10:00〜20:00
定休日：水曜日
ホームページ：https://ingraph.jp

が
審
査
さ
れ
る
。

　

マ
ジ
コ
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
ス
ピ
ー
カ

ー
で
は
、
ソ
ー
ス
音
源
に
入
っ
て
い
る

情
報
を
忠
実
に
表
現
し
つ
つ
、
ジ
ャ
ズ

ヴ
ォ
ー
カ
ル
や
ク
ラ
シ
ッ
ク
は
そ
れ
ぞ

れ
に
強
い
ス
ピ
ー
カ
ー
も
使
い
音
楽
的

な
表
現
力
を
つ
か
も
う
と
考
え
て
い
る

の
だ
と
、
筆
者
が
推
測
す
る
。

　

そ
れ
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
須

田
山
さ
ん
の
耳
は
か
な
り
鋭
い
、
帯
域

バ
ラ
ン
ス
や
音
像
/
サ
ウ
ン
ド
ス
テ
ー

ジ
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
や
楽
器
の
質
感
へ
の

感
性
は
、
筆
者
が
知
る
ホ
ー
ム
ユ
ー
ザ

ー
の
中
で
も
か
な
り
の
凄
耳
を
持
っ
て

い
る
方
な
の
だ
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
の
音
を
女
性
ヴ
ォ

ー
カ
ル
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
交
響
曲
で
聴

か
せ
て
も
ら
っ
た
。

　

良
い
音
と
は
そ
の
瞬
間
に
わ
か
る
も

の
だ
が
、
今
回
は
ま
さ
に
そ
れ
だ
。
ま

ず
部
屋
の
響
き
が
抜
群
に
良
い
。
デ
ッ

ト
で
も
な
く
ラ
イ
ブ
過
ぎ
で
も
な
く
、

音
楽
を
生
き
生
き
と
表
現
す
る
部
屋
、

驚
く
べ
き
は
低
域
の
質
感
で
、
一
般
的

な
住
宅
で
は
難
し
い
ほ
ど
ロ
ー
エ
ン
ド

が
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
床
の
影
響
が

大
き
い
は
ず
だ
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
を
複
数
設
置
し
た
事
に

よ
る
相
互
干
渉
も
十
分
に
抑
え
ら
れ
て

お
り
、
サ
ウ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
奥
行
き

も
あ
る
。
自
宅
内
で
こ
の
音
を
聴
け
る

こ
と
は
正
直
羨
ま
し
い
。

　

須
田
山
さ
ん
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
に
興

味
が
な
い
知
人
を
招
い
て
良
い
音
の
素

晴
ら
し
さ
を
教
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

最
後
に
須
田
山
さ
ん
は
、「
夢
に
は

２
つ
あ
る
。
寝
る
時
に
見
る
夢
と
叶
う

夢
」
と
筆
者
に
教
え
て
く
れ
た
。
須
田

山
さ
ん
の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
の
高
さ
は
、

「
こ
の
格
言
か
ら
来
て
い
る
ん
だ
」
と

筆
者
は
心
打
た
れ
た
が
、
何
よ
り
も
須

田
山
さ
ん
は
、
仕
事
も
軌
道
に
乗
っ
て

つ
い
に
夢
の
空
間
を
手
に
入
れ
た
の
で

あ
る
。

■
オ
ー
デ
ィ
オ
シ
ョ
ッ
プ

ホ
ー
ム
オ
ー
デ
ィ
オ
を
愛
す
る 

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
界
の
寵
児

「
土
方
久
明
が
行
く
、
オ
ー
デ
ィ
オ
武

者
修
行
の
旅
︱

青
森
編
︱

」。
続
い
て

は
、
最
近
、
東
北
地
域
で
存
在
感
を
増

し
て
い
る
青
森
県
八
戸
市
の
オ
ー
デ
ィ

オ
シ
ョ
ッ
プ
、
イ
ン
グ
ラ
フ
を
紹
介
し

た
い
。

　

同
店
の
業
務
内
容
は
ホ
ー
ム
オ
ー
デ

ィ
オ
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
と
幅
広
い
。
お
店
を
切
り
盛
り
す
る

の
は
、
創
業
者
の
木
村
智
聡
さ
ん（
41

歳
）。
礼
儀
正
し
い
イ
ケ
メ
ン
店
長
で
、

な
ん
と
以
前
は
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦

乗
り
だ
っ
た
と
い
う
経
歴
を
持
つ
。

　

オ
ー
デ
ィ
オ
や
音
楽
が
大
好
き
だ
っ

た
木
村
さ
ん
は
、
自
衛
隊
を
退
官
後
、

カ
ー
用
品
販
売
で
は
最
大
手
の
オ
ー
ト

バ
ッ
ク
ス
や
有
名
な
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ

専
門
店
で
腕
を
磨
い
た
。
そ
し
て
２
０

０
６
年
に
自
分
の
シ
ョ
ッ
プ
を
創
業
、

２
０
１
４
年
に
現
在
の
場
所
に
店
舗
を

移
転
し
た
と
い
う
。

　

お
店
は
２
階
建
て
で
１
Ｆ
は
ホ
ー
ム

オ
ー
デ
ィ
オ
と
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
の
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
と
車
両
へ
の
オ
ー
デ
ィ
オ

製
品
の
取
り
付
け
用
ピ
ッ
ト
が
あ
り
、

２
Ｆ
は
ビ
リ
ヤ
ー
ド
台
が
置
か
れ
た
シ

ア
タ
ー
ル
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
に
つ
い
て
は
、
ス

ピ
ー
カ
ー
や
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の

取
り
付
け
と
い
っ
た
ラ
イ
ト
な
作
業
か

ら
、
カ
ー
オ
ー
デ
ィ
オ
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
の
メ
ジ
ャ
ー
イ
ベ
ン
ト
に
も
出
場
。

今
年
行
わ
れ
た
「
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
サ

ウ
ン
ド
・
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
は
、
最
上

位
ク
ラ
ス
と
な
る
「
デ
ィ
ー
ラ
ー
ク
ラ

ス
」
で
優
勝
し
た
他
、
多
く
の
部
門
で

表
彰
台
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
イ
ン
グ
ラ
フ
だ
が
、
近
年
は

ホ
ー
ム
オ
ー
デ
ィ
オ
の
お
客
さ
ん
が
増

え
て
い
る
ら
し
い
。
と
い
う
の
も
木
村

さ
ん
自
身
が
、
ホ
ー
ム
オ
ー
デ
ィ
オ
が

大
好
き
な
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
イ
ル
な
の

だ
。

　

店
内
に
は
本
誌
で
特
集
さ
れ
る
よ
う

な
国
内
外
の
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
が
展
示

さ
れ
て
い
る
他
、
片
隅
に
は
コ
ッ
ソ
リ

と
マ
ラ
ン
ツ
「
モ
デ
ル
７
」
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｎ
「
Ｌ
Ｐ
１
２
」
な
ど
の
銘
機
が
置
か

れ
て
い
る
。
信
頼
で
き
る
音
の
良
い
製

品
を
展
示
す
る
こ
と
が
お
店
の
ポ
リ
シ

ー
だ
が
、
同
時
に
木
村
さ
ん
は
、
ア
ル

テ
ッ
ク
や
Ｊ
Ｂ
Ｌ
な
ど
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー

ジ
オ
ー
デ
ィ
オ
も
愛
し
て
い
る
一
人
な

の
だ
。

　

国
内
の
オ
ー
デ
ィ
オ
メ
ー
カ
ー
や
輸

入
商
社
の
間
で
も
イ
ン
グ
グ
ラ
フ
は
注

目
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
今
後
は
さ
ら
に
存

在
感
を
増
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

大
規
模
な
社
屋
の
中
に
は 

様
々
な
製
造
部
門
が
存
在

「
土
方
久
明
が
行
く
、
オ
ー
デ
ィ
オ
武

者
修
行
の
旅
︱

青
森
編
︱

」
最
後
は
、

今
、
勢
い
の
あ
る
、
オ
ー
デ
ィ
オ
ア
ク

セ
サ
リ
ー
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
、
株
式
会

社
光
城
精
工（
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ 

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ
）を
訪
問
し
て
、
同
社
オ

ー
デ
ィ
オ
部
門
に
い
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ア

イ
コ
ン
的
存
在
に
な
っ
て
い
る“
ジ
ョ

ン
が
る
隊
長
”こ
と
土
岐
泰
義
さ
ん
か

ら
、
企
業
規
模
や
電
源
事
業
の
こ
と
な

ど
を
根
掘
り
葉
掘
り
聞
き
出
し
た
。

　

光
城
精
工
は
青
森
県
の
最
高
峰
の
山
、

岩
木
山
か
ら
見
下
ろ
せ
る
平
川
市
に
本

社
と
工
場
を
構
え
る
企
業
だ
。
平
成
２

年
に
半
導
体
検
査
部
品（
プ
ロ
ー
ブ
カ

ー
ド
）の
製
造
を
開
始
す
る
形
で
、
事

業
を
ス
タ
ー
ト
。
平
成
10
年
と
13
年
に

は
工
場
を
新
設
、
平
成
16
年
に
は
本
社

工
場
の
増
設
と
開
発
課
を
設
立
す
る
な

ど
事
業
を
広
げ
て
き
た
。 

　

今
回
は
平
川
市
松
崎
西
田
地
区
に
あ

る
同
社
の
工
場
に
お
伺
い
し
た
の
だ
が
、

最
初
に
驚
い
た
の
は
、
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
製
品

が
作
ら
れ
て
い
た
の
は
、
床
面
積
、
約

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
大

き
く
立
派
な
施
設
だ
っ
た
こ
と
だ
。

　

人
気
の
電
源
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
始
め

と
す
る
オ
ー
デ
ィ
オ
事
業
は
、
同
社
の

中
で
は
１
つ
の
部
門
で
あ
り
、
そ
れ
以

“
音
が
や
せ
た
と
は
言
わ
せ
な
い
！
”

光
城
精
工
の
人
気
モ
デ
ル
、開
発
の
裏
側
に
潜
入

十
和
田
市
の
須
田
山
徹
雄
さ
ん
宅
、八
戸
市
の
イ
ン
グ
ラ
フ
を
訪
ね
た
翌
日
。季
節
は
初
夏
。新
緑
の
八
甲
田
山
の
麓
を
車
で
走
ら
せ
、一
路
平
川
市
へ
。筆
者
も

初
探
訪
と
な
る
光
城
精
工
に
到
着
し
た
。こ
こ
で
は
ど
ん
な
発
見
と
出
会
い
が
待
っ
て
い
る
の
か
？“
音
が
や
せ
た
と
は
言
わ
せ
な
い
”こ
の
言
葉
を
ポ
リ
シ
ー

に
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
ブ
ラ
ン
ド
が
辿
っ
て
き
た
道
の
り
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
？
人
気
の
連
結
式
タ
ッ
プ
、ク
リ
ス
タ
ル・
シ
リ
ー
ズ
の
開
発
者
で
も
あ
る
同
社
電
源

事
業
部
部
長
、土
岐
泰
義
さ
ん
の
案
内
の
も
と
、ヒ
ッ
ト
製
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
舞
台
裏
に
潜
入
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

Text by

土方久明
Husaaki Hijikata



土方久明が行く、オーディオ武者修行－青森編－

土岐さんにクリーン電源の音の方向性を決めるレシピを享受していただく

人気のクリスタル・シリーズのタップと現在開発中の新製
品を手にする筆者

Crystal 3.1
¥20,900（税込）
３口仕様の電源タップ

Crystal 6.1
¥28,600（税込）
６口仕様の電源タップ

Crystal 3P
¥23,100（税込）
３口仕様の連結式タップ

Crystal C1P
¥37,400（税込）
サージアブソーバ（雷対策）とノイズフィルタを搭載

Crystal 2P2
¥39,600（税込）
サージアブソーバ（雷対策）搭載のデジ／アナ分岐型タップ

Crystal H1P
¥58,300（税込）
トランスの唸りを抑えるDC サプレス機能搭載

Crystal L1P
¥61,600（税込）

電源起動の際に発生するオーディオ機器 
の突入電流を抑制

Crystal C2P2
¥48,400（税込）
サージアブソーバ（雷対策）とノイズフィルタ搭載のデジ／
アナ分岐型タップ

社内の製造現場も見学することができた

同社の代表、芳賀克之氏（写真中央）にも会うことができた

外
に
も
各
種
機
器
の
組
立
や
調
整
、
検

査
な
ど
、
大
手
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
企

業
の
下
請
業
務
を
行
う
な
ど
、
数
十
人

の
ス
タ
ッ
フ
が
就
業
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｉ
Ｔ
の
研
究
に
携
わ
っ
た 

生
粋
の
電
源
エ
ン
ジ
ニ
ア

　

現
在
、
同
社
が
発
売
す
る
オ
ー
デ
ィ

オ
関
連
製
品
は
、
２
０
１
９
年
の
「
オ

ー
デ
ィ
オ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
銘
機
賞
」
で

金
賞
を
受
賞
し
た
ク
リ
ー
ン
電
源
の

「
Ｄ
Ａ
︱

６
」や
、ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
の
「
Ａ

ｒ
ａ
ｙ 

Ｍ
Ｋ
Ⅱ
」、
さ
ら
に
リ
ジ
ェ
ネ

レ
ー
タ
出
力（
１
系
統
）＋
ト
ラ
ン
ス
出

力（
２
系
統
）を
持
つ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
電
源
「
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
２
５
」
な
ど

多
く
の
ク
リ
ー
ン
電
源
を
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
す
る
。

　

し
か
し
、
な
ぜ
Ｋ
Ｏ
Ｊ
Ｏ
と
土
岐
さ

ん
は
ク
リ
ー
ン
電
源
の
製
作
を
始
め
た

の
だ
ろ
う
か
。
実
は
、
土
岐
さ
ん
が
同

社
に
入
社
し
た
事
が
き
っ
か
け
で
事
業

が
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
う
。

　

土
岐
さ
ん
は
元
々
別
会
社
で
、
理
化

学
系
向
け
Ｕ
Ｐ
Ｓ（
無
停
電
装
置
）な
ど

の
電
源
設
計
を
行
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
だ
っ

た
。
ま
た
、「
ミ
ス
タ
ー
半
導
体
」
と

言
わ
れ
る
、
故
西
澤
潤
一
博
士
が
率
い

る
、
㈶
半
導
体
研
究
振
興
会
の
半
導
体

研
究
所
で
、「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
素
子
」（
ヤ
マ
ハ

の
Ｂ
１
や
フ
ァ
ー
ス
ト
ワ
ッ
ト
の
Ｓ
Ｉ

Ｔ
１
／
２
／
３
な
ど
の
ア
ン
プ
が
採
用

す
る
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
）ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
研
究
し
て
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ

ス
を
利
用
し
た
電
源
の
開
発
に
も
携
わ

っ
た
。

　

土
岐
さ
ん
に
よ
る
と
、
実
は
そ
の
頃

か
ら
水
面
下
で
オ
ー
デ
ィ
オ
用
電
源
の

開
発
を
進
め
て
い
た
と
い
う
。
き
っ
か

け
は
医
療
用
電
源
を
納
品
で
知
り
合
っ

た
、
オ
ー
デ
ィ
オ
好
き
の
お
医
者
さ
ん

か
ら
、「
オ
ー
デ
ィ
オ
用
を
作
っ
て
み

な
い
か
」
と
打
診
さ
れ
た
。

　

程
な
く
し
て
土
岐
さ
ん
は
光
城
精
工

に
入
社
し
て
、
オ
ー
デ
ィ
オ
用
電
源
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

し
か
し
、
開
発
は
苦
労
の
連
続
だ
っ

た
と
い
う
、
Ｓ
Ｉ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
の
生
産

が
終
わ
り
、
別
の
デ
バ
イ
ス
で
代
用
し

た
モ
デ
ル
の
音
は
、「
ク
リ
ー
ン
な
音

だ
が
前
モ
デ
ル
に
比
べ
て
音
に
力
が
な

い
」
と
オ
ー
デ
ィ
オ
フ
ァ
イ
ル
に
受
け

入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

静
寂
感
だ
け
で
は
売
れ
な
い 

力
感
あ
る
中
低
域
も
大
事

　

そ
の
よ
う
な
中
、
元
々
大
手
楽
器
メ

ー
カ
ー
に
所
属
し
数
々
の
音
響
設
計
や

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
チ
ー
フ
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
Ｉ
氏
と
知
り
合
う
。
最
初

に
現
行
モ
デ
ル
を
聞
い
た
Ｉ
氏
は
、「
今

ま
で
に
な
い
静
粛
感
が
あ
り
、
大
変
性

能
が
良
い
け
ど
、
こ
れ
で
は
売
れ
な
い

で
し
ょ
う
」
と
、
卓
上
の
イ
コ
ラ
イ
ザ

ー
を
動
か
し
、「
皆
が
求
め
て
い
る
の

は
、
こ
の
音
で
し
ょ
う
」
と
力
感
あ
る

中
低
域
の
表
現
を
求
め
た
の
だ
。

　

衝
撃
を
受
け
た
土
岐
さ
ん
は
新
モ
デ

ル
の
設
計
を
開
始
。
ス
タ
ッ
フ
と
と
も

に
月
に
何
回
も
Ｉ
氏
の
ア
ト
リ
エ
で
チ

ェ
ッ
ク
を
繰
り
返
し
た
と
い
う
。

　

そ
の
結
果
、
大
変
評
価
の
高
い
現
在

の
ク
リ
ー
ン
電
源
が
誕
生
し
た
の
だ
。

土
岐
さ
ん
に
よ
る
と
開
発
を
通
じ
て
ク

リ
ー
ン
電
源
の
音
の
方
向
性
を
決
め
る

レ
シ
ピ
が
分
か
っ
た
と
い
う
。「
コ
ツ

は
製
品
を
構
成
す
る
複
数
の
パ
ー
ツ
の

相
互
作
用
で
す
、
た
だ
し
力
感
を
求
め

す
ぎ
る
と
ス
テ
レ
オ
イ
メ
ー
ジ
が
狭
く

な
る
の
で
注
意
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

構
造
や
ア
イ
デ
ィ
ア
で
勝
負 

求
め
や
す
い
価
格
を
維
持
す
る

　

さ
ら
に
、
同
社
で
は
電
源
関
連
の
ア

ク
セ
サ
リ
ー「
ク
リ
ス
タ
ル
・
シ
リ
ー

ズ
」
が
大
人
気
だ
。
突
入
電
源
を
制
御

す
る
ソ
フ
ト
ス
タ
ー
ト
機
能
付
き
電
源

タ
ッ
プ「
Ｌ
１
Ｐ
」、ト
ラ
ン
ス
を
搭
載

し
た
オ
ー
デ
ィ
オ
製
品
で
時
折
気
に
な

る“
ト
ラ
ン
ス
の
う
な
り
”を
抑
制
す
る

Ｄ
Ｃ
サ
プ
レ
ス
機
能
搭
載
の「
Ｈ
１
Ｐ
」

に
加
え
、
サ
ー
ジ（
雷
）対
策
が
さ
れ
た

電
源
タ
ッ
プ
な
ど
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
。

　

こ
れ
ら
の
製
品
に
つ
い
て
の
設
計
思

想
に
は
上
述
し
た
ク
リ
ー
ン
電
源
で
の

コ
ツ
が
投
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
、

感
銘
を
受
け
た
の
は
「
私
た
ち
の
製
品

は
闇
雲
に
高
価
な
材
料
を
使
わ
ず
、
構

造
や
ア
イ
デ
ィ
ア
で
勝
負
す
る
事
で
、

高
い
性
能
と
求
め
や
す
い
価
格
を
維
持

し
て
い
ま
す
」
と
い
う
言
葉
だ
。

　

連
結
可
能
な
電
源
タ
ッ
プ
の
シ
リ
ー

ズ
展
開
も
好
評
だ
と
い
う
し
、
な
ん
と

土
岐
さ
ん
は
製
品
の
デ
ザ
イ
ン
ま
で
行

っ
て
い
る
と
い
う
。
同
社
タ
ッ
プ
の
ス

ク
エ
ア
で
無
駄
の
な
い
デ
ザ
イ
ン
は
高

く
評
価
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
同
社
製
品
で
最
近
品
切
れ
を

起
こ
す
ほ
ど
の
人
気
を
誇
る
電
源
タ
ッ

プ
と
、
売
り
切
れ
が
続
く
仮
想
ア
ー
ス

の
「
ク
リ
ス
タ
ル
Ｅ
」
や
、
そ
れ
と
組

み
合
わ
せ
る
専
用
の
ア
ー
ス
ケ
ー
ブ
ル

「
ク
ロ
ー
ン
・
シ
リ
ー
ズ
」（
次
の
ペ
ー

ジ
で
試
聴
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
）も
注
目

で
き
る
。

　

そ
れ
に
し
て
も
立
派
な
設
備
だ
っ
た
。

会
社
規
模
が
大
き
い
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、

様
々
な
部
門
の
知
見
を
製
品
開
発
に
利

用
で
き
る
こ
と
、
自
社
生
産
の
範
囲
が

広
が
る
こ
と（
協
力
会
社
に
頼
ら
な
い
）

部
品
の
調
達
コ
ス
ト
が
下
が
る
こ
と
、

こ
れ
に
よ
り
最
終
的
な
製
品
単
価
を
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
社
の
製
品
が

安
価
で
性
能
の
良
い
理
由
は
、
土
岐
さ

ん
の
存
在
と
、
そ
れ
を
下
支
え
す
る
企

業
規
模
の
結
果
だ
ろ
う
。

　

そ
ん
な
土
岐
さ
ん
に
よ
る
と
将
来
、

興
味
深
い
ク
リ
ー
ン
電
源
の
発
売
も
予

定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
今
後
の

同
社
の
展
開
か
ら
筆
者
は
目
が
離
せ
な

い
で
い
る
。

■KOJO TECHNOLOGYの連結タップ　クリスタル・シリーズのラインアップ

株式会社光城精工
取締役 電源事業部部長　

土岐泰義さん
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KOJO TECHNOLOGY 

Clone1/Clone2 オーディオ専用アースケーブル

●導体：「1」＝PC-Triple C／「2」＝6NCu＋HiFC＋PCUHD＋OFC（4種ハイブリッド）●導体断面積：2sq（0.26mm×37本）●絶縁体：ポ
リエチレン●絶縁体＋導体外径：φ3●シース：編み組みチューブ（黒：ポリエチレンテレフタレート）UL/CSA規格●シース外径：約φ5.5
●長さ：1.2m（Clone1&2/02のみ0.2m）

【端子形状と価格】①Y-Y＝¥8,580（1.2m）②Y-Y＝¥5,280（0.2m）③RCA-Y（1.2m）＝¥9,680（1.2m）④XLR（オス）- Y＝¥10,780
（1.2m）⑤XLR（メス）-Y＝¥10,780（1.2m）⑥φ3.5 ステレオ-Y＝¥9,680（1.2m）⑦USB TYPE A-Y＝¥10,120（1.2m）⑧USB TYPE 
mircroB-Y＝¥10,120（1.2m）⑨USB TYPE C-Y＝¥10,780（1.2m）⑩ワニ口クリップ-Y＝¥9,680（1.2m）⑪LAN-Y＝¥10,340

（1.2m）※価格はすべて税込表記

導体の違う２つのケーブル、多様な端子形状も揃う
　今回光城精工を訪ねた後、手始めに同社の電源タップを発注すべく、ホームペー
ジを覗いていたのだが、そこで「Cloneシリーズ」と名がつく、オーディオ用の専用アー
スケーブルの存在が気になった。本シリーズは、同社のホームオーディオ用仮想アー
ス「Crystal E」や、車載用ボディアース強加BOX「ve-02」と組み合わせ、ソース機
器、アンプ、などの多くのオーディオ機器やネットワークハブに良質な仮想アース環境
を構築できるアイテム。導体の違いによって２つラインが存在し、「Clone1」はPC-
Triple Cを使用。「Clone2」は超高純度6NCu（純度99.9999%）を中心に高機能
純銅線HiFC、高純度無酸素銅線PCUHD、高純度無酸素銅OFCという4種類の
素材をハイブリッドで採用している。
　つまり、導体の違いにより音色、音調が違うという。
先述したとおり、様々な機器に適応させるため、端子形状の違う複数のケーブルがラ
インアップされていることも特徴で、幅広く使える一般的なYラグタイプから、RCAイン
ターコネクト、XLRバランス、3.5㎜ステレオミニジャック、USBはType A、TypeC、
microB、さらにRJ-45のLANに対応するモデルや、シャーシなどに手軽に接続できる、

「ワニ口クリップ」対応モデルもある。これにより、レコードプレーヤー、C Dプレーヤ
ー、ネットワークプレーヤー、DAコンバーター、DAPなどのポータブルプレーヤー、さら
にネットワークハブまで様々なオーディオ機器を仮想アースにつなげるのだ。
　興味深いのは「Clone1」と「Clone2」は価格が一緒だということ。導体のコストが
違うにもかかわらず価格を変えなかったのは同社の良心かもしれない。（両方を試させ
て、ケーブル沼に引き込もうという狙いかもしれないけど （笑）製品のビルドクウォリテ
ィも高く、シースには耐摩耗性に優れたポリエチレンテレフタレート（UL/CSA規格）
編み組みチューブを使用。Yラグは音質と酸化防止に配慮した金メッキ製で、専用圧
着工具で急激な圧着加工を行うことで、端子部とケーブルを融着一体化させている。
これは同社が持つ高度な制作技術が生かされた部分だ。

◦「Clone1」を試聴

背景の静寂感が確実に増して、リアルさや音像がより深くなる
　それでは、同社の仮想アースの「Crystal E」と組み合わせて、クオリティチェックに
入りたい。筆者宅の２階オーディオ環境は、プリメインアンプにソウルノート「A-1」。ソ
ース機器は、C Dドライブ搭載のミュージックサーバー（デジタル出力専用）、カクテル
オーディオ「X50Pro」、USB-DAコンバーターはソウルノート「D-2」、NASには、フィ

ダータ「HFAS1-HN80」ネットワークスイッチ(ハブ)はSOtMの「sNH-10G」となる。
　最初はアンプの「A-1」で試す。本機では、Yラグ、RCA、XLRと複数の接続方法
が取れる。まずはYラグタイプの「Clone1」をシャーシ裏を止めるビスに接続して、

「Crystal E」と結んだ。再生ソースはハイレゾのダイアナ・クラール 『ディス・ドリーム・
オブ・ユー』である。音質は予想以上に違う。一聴して背景の静寂感が増して、聴感
上のSN比が間違いなく向上している、口元のリアルさや音像がより深くなる。「これ
は凄いな」と思わず口に出た。
　次にアンプのRCA入力に「Clone1R」、さらにXLR入力に対し、「Clone1XW/メ
ス」を順番に試した（同時接続はしていない）この場合は、シャーシのネジを緩めること
なく、さらに手軽に接続できるのがメリット。それぞれの音は基本的にYラグ接続と同じ
印象だが、中高域の質感表現が若干変わってくる。

◦「Clone2」を試聴

「1」は中高域の表現がスムーズ、「2」は空間の見通しが際立つ
　さらに「Clone2」も同条件で試して、両者の音を比較したのだが、ノイズフロアの
減少効果はほぼ同様だが、音色／音調に無視できないほどの違いが出てくる。

「Clone1」は、中高域の表現がスムーズでダイアナ・クラールのエコー成分がスーと
抜けていくような音。「Clone2」は、もう少し明瞭な質感になり、１つ１つの楽器のディ
テールや空間の見通しが変わってくる。どちらにも良さがあり、これは迷いそうだ。
　ネットワークトランスポートのX50Proには、RCAの「Clone1R」とXLRの

「Clone1XW／メス」を試したが、こちらもかなり高い効果を感じた。デジタルの高周波
を扱っている関係かもしれないが、ノイズフロアの聴感上の減少はアンプ以上である。
　最後はネットワークハブsNH-10G の空いたLAN端子に「Clone2L」を試したのだ
けど、これが本試聴のハイライトとなった。
最も変わるのはセンター定位するヴォーカルの奥行き表現が大きく上がり、口元の動
きがより見えてくることだ。ネットワーク環境の高品位化が注目される昨今だが、「ハブ
を使っている方に１度試してもらいたい」思うほどの効果があった。
　ハイレゾのアドバンテージは、録音時のADで小レベルの音が漏れなく記録される
ことにあるが、今回の仮想アース導入によって今まで埋もれていた音が浮き出て、空
間表現の向上やヴォーカルや楽器のリアリティ向上に寄与している印象だ。
　使いこなしのコツとしては「Clone1」と「Clone2」では、音色、音調が変わるので、
より自分がイメージする音の方向を狙うと良いだろう。また、可能な限り１台のオーディ
オ機器に対して、「Crystal E」も１つ使用することでアースループの防止にもなる。
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Crystal E 仮想アース　
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Cloneシリーズの
ケーブル構造

光城精工の気になるアイテムを自宅で試聴
人気の仮想アース「Crystal E」で
2種類のアースケーブルを聴き比べる
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